
  

 - 1 - 

 
 
 

平
成
二
十
四
年 

第
四
回 

青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会 

会
議
録 

 

一 
開
会
日
時 

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
三
日
（
月
）
午
後
四
時 

 

二 

閉
会
日
時 
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
三
日
（
月
）
午
後
四
時
四
十
七
分 

 

三 

会
議
開
催
の
場
所 
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
四
階 

第
二
研
修
室 

 

四 

出
席
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栁 

谷 

章 

二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌 

田 

愼 

也 

西 

村 

惠
美
子 

平 

出 

道 

雄 

石 

澤 

千
鶴
子 

月 

永 

良 

彦 

  

五 

事
務
局
出
席
職
員 

        

 

教
育
部
長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
寺 

 
 

晃 

理
事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工 

藤 

壽 

彦 

教
育
次
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金 

澤 
 
 

保 

教
育
次
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成 

田 

一
二
三 

浪
岡
教
育
事
務
所
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和 

田 

比
呂
志 

総
務
課
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岸 

田 

耕 

司 

参
事
兼
社
会
教
育
課
長
事
務
取
扱 

 
 
 
 
 

舘 
田 

一 

弥 

参
事
兼
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
事
務
取
扱 

 

加 
藤 
文 

男 

 

 

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
館
長 

 
 

今 
 
 

牧 

彦 

文
化
財
課
主
幹 

 
 
 
 
 
 

川 

村 

範 

規 

市
民
図
書
館
長 

 
 
 
 
 
 

田 

中 

聡 

子 

学
務
課
長 

 
 
 
 
  
 
 

山 

谷 

尚 

史 

学
校
給
食
課
副
参
事 

 
 
 
 

川 

邊 

真
理
子 

指
導
課
長 

 
 
 
 
  
 
 

伴 
 
 

孝 

文 

浪
岡
教
育
事
務
所
教
育
課
長 

 

鳴 

海 

雄 

大 

  



  

 - 2 - 

六 

会
議
に
付
議
さ
れ
た
案
件 

（
一
）
議 

事 

議
案
第
十
七
号 

臨
時
に
代
理
し
処
理
し
た
事
項
の
承
認
に
つ
い
て 

議
案
第
十
八
号 

臨
時
に
代
理
し
処
理
し
た
事
項
の
承
認
に
つ
い
て 

 

（
二
）
報 
告 
（
一
） 

暴
風
に
伴
う
被
害
報
告
に
つ
い
て 
（
二
） 

西
田
沢
小
学
校
の
耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て 

（
三
） 
青
森
市
民
室
内
プ
ー
ル
改
修
工
事
の
工
期
に
つ
い
て 

（
四
） 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
の
就
任
辞
退
に
つ
い
て 

（
五
） 

体
育
施
設
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
に
つ
い
て 

（
六
） 

棟
方
板
画
館
・
棟
方
志
功
記
念
館
合
併
記
念
「
棟
方
志
功
展
」
の
開
催
に
つ
い
て 

（
七
） 

小
・
中
学
校
の
校
庭
除
雪
に
つ
い
て 

（
八
） 

浪
岡
庁
舎
周
辺
整
備
事
業
計
画
に
お
け
る
浪
岡
中
央
公
民
館
等
の
改
築
に
つ
い
て 

 

（
三
）
そ
の
他 

 

七 

会
議
録
署
名
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西 

村 

惠
美
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 

永 

良 

彦 

 

八 

会
議
の
大
要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
四
時
に
委
員
長
が
開
会
を
宣
言
す
る
。
会
期
を
一
日
と
し
、
会
議
録
署
名
委
員
を
前
項
七
の
と
お
り
指
名
す
る
。 

議
案
第
十
七
号
及
び
議
案
第
十
八
号
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
。 

事
務
局
か
ら
八
件
の
報
告
を
し
、
平
成
二
十
四
年
度
第
五
回
定
例
会
の
日
程
調
整
を
し
、
閉
会
し
た
。 

 

九 

会
議
の
状
況 
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（
一
） 

 

議 
 
 
 
 

事 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
議
事
に
入
り
ま
す
。 

議
案
第
十
七
号
「
臨
時
に
代
理
し
処
理
し
た
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
―
―
―
― 

工
藤
理
事
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

議
案
第
十
七
号 

臨
時
に
代
理
し
処
理
し
た
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
、
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
た
び
臨
時
に
代
理
し
処
理
い
た
し
ま
し
た
事
項
は
、
青
森
市
森
の
広
場
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い

て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

森
の
広
場
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
森
林
浴
等
の
野
外
活
動
を
通
じ
て
、
森
林
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
市

民
の
健
康
増
進
に
資
す
る
た
め
に
、
平
成
四
年
に
新
城
地
区
に
開
設
さ
れ
、
五
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
内
に
は
、
遊
歩
道
の
ほ
か
、
多

目
的
広
場
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
設
け
、
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ
り
ま
す
。 

当
該
施
設
の
開
設
期
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
青
森
市
森
の
広
場
条
例
施
行
規
則
に
基
づ
き
、
例
年
五
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

の
六
ヵ
月
間
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
冬
の
豪
雪
に
よ
り
四
月
十
八
日
現
在
で
、
一
メ
ー
ト
ル
程
度
の
積
雪
が
あ
り
、
五
月
一
日
の
開

設
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
た
め
、
開
設
期
間
の
変
更
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
当
該
規
則
の
一
部
を
改
正
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

当
該
規
則
の
改
正
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
本
定
例
会
に
お
い
て
、
御
審
議
い
た
だ
く
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
五
月
一
日
の
開

設
日
よ
り
前
に
早
期
に
開
設
時
期
の
延
長
を
決
定
し
、利
用
予
定
者
や
市
民
の
皆
様
に
広
く
周
知
す
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
し
た
こ
と
か
ら
、

「
青
森
市
教
育
委
員
会
教
育
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
」
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
教
育
長
が
臨
時
に
代
理
し
処
理
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

改
正
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
配
付
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

「
青
森
市
森
の
広
場
条
例
施
行
規
則
新
旧
対
照
表
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
、
同
規
則
第
一
条
中
「
青
森
市
森
の
広
場
条
例
（
平
成
十
七
年
青
森
市
条
例
第
百
五
十
七
号
）」
の
下
に
「
。
以
下
「
条
例
」
と
い

う
。」
文
言
を
加
え
ま
し
た
。 

次
に
、
同
規
則
第
二
条
に
新
た
に
第
三
項
と
し
て
「
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
開
設
期
間
及
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び
開
設
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。」
と
い
う
条
項
を
追
加
し
、
開
設
期
間
及
び
開
設
時
間
の
変
更
を
可
能
と
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

開
設
時
期
は
五
月
十
九
日
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
雪
解
け
が
早
ま
り
、
施
設
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
段
階
で
速
や
か
に
開
設
す

る
こ
と
と
し
、
各
種
広
報
媒
体
を
活
用
し
て
周
知
を
図
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

西
村
委
員 

 
 
 
 

こ
の
森
の
広
場
の
規
則
の
一
部
改
正
に
関
し
て
、
私
は
、
別
に
問
題
が
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
他
に
青
森
市
の
類
似
し
た
施
設
に
お
い
て
問
題
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長 

他
の
施
設
の
条
例
、
規
則
等
に
は
、
こ
の
よ
う
な
変
更
が
で
き
る
な
ど
の
文
言
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
条
例
施
行
規
則
だ
け
漏
れ
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
今
回
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
規
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
の
ほ
か
、
御
質
問
、
御
意
見
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
議
案
第
十
七
号
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

―
―
―
― 

各
委
員
了
承 

―
―
―
― 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

御
異
議
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
原
案
ど
お
り
決
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

次
に
、
議
案
第
十
八
号
「
臨
時
に
代
理
し
処
理
し
た
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

教
育
部
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

議
案
第
十
八
号 

臨
時
に
代
理
し
処
理
し
た
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
、
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 
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こ
の
た
び
臨
時
に
代
理
し
処
理
い
た
し
ま
し
た
事
項
は
、「
青
森
市
少
年
指
導
育
成
連
絡
協
議
会
等
の
設
置
に
関
す
る
規
則
」の
廃
止
に

つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
規
則
は
、
青
森
市
少
年
指
導
育
成
連
絡
協
議
会
等
の
設
置
、
組
織
及
び
運
営
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
て
い
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

こ
の
規
則
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
青
森
市
少
年
指
導
育
成
連
絡
協
議
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
青
森
市
が
設
置
主
体
と
な
る
協

議
会
と
し
て
設
置
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
付
け
で
通
知
の
あ
っ
た
「
青
森
市
附
属
機
関
の
設
置
及
び
運
営
に
関

す
る
指
針
」
及
び
「
青
森
市
附
属
機
関
以
外
の
会
合
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
」
に
基
づ
き
、
当
該
協
議
会
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
結
果
、

市
の
外
部
団
体
と
し
て
設
置
す
べ
き
と
の
結
論
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
、
当
協
議
会
を
市
の
外
部
団
体
と
し
て
運
営
す
る
場
合
に
は
、
早
急
に
関
係
す
る
規
則
等
の
改
廃
を
行
っ
た
上
で
開
催
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
協
議
会
の
設
置
規
定
と
な
る
「
青
森
市
少
年
指
導
育
成
連
絡
協
議
会
等
の
設
置
に
関
す
る
規
則
」

を
早
急
に
廃
止
し
た
も
の
で
あ
り
、
青
森
市
教
育
委
員
会
教
育
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
教
育
長

が
臨
時
に
代
理
し
処
理
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
議
案
第
十
八
号
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

―
―
―
― 

各
委
員
了
承 

―
―
―
― 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

御
異
議
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
原
案
ど
お
り
決
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

   
 
 

（
二
） 
 

報 
 
 
 
 

告 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
報
告
事
項
に
入
り
ま
す
。
本
日
の
報
告
事
項
は
八
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 
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（
一
）「
暴
風
に
伴
う
被
害
報
告
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

総
務
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

去
る
四
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
の
暴
風
に
伴
う
教
育
委
員
会
所
管
施
設
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

別
添
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

は
じ
め
に
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
被
害
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
屋
根
や
ガ
ラ
ス
、
外
壁
等
の
破
損
、
倒
木
な
ど
、
小
学
校
十
七
校

で
二
十
三
件
、
中
学
校
七
校
で
十
二
件
の
被
害
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
裏
面
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
小
・
中
学
校
を
除
く
市
民
セ
ン

タ
ー
等
施
設
の
被
害
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
屋
根
や
ガ
ラ
ス
、
外
壁
等
の
破
損
、
倒
木
な
ど
、
十
四
施
設
で
十
八
件
の
被
害
が
発
生
し

た
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
れ
ら
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
発
生
後
、
速
や
か
に
応
急
対
応
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
幸
い
に
も
人
的
な
被
害
も
な
く
、
施
設
の

運
営
に
影
響
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
特
に
大
き
な
被
害
に
つ
い
て
は
、
資
料
裏
面
の
四
十
三
番
を
ご
覧
下
さ
い
。 

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
ド
ー
ム
部
分
の
銅
板
が
飛
散
及
び
剥
離
し
た
た
め
、雨
漏
り
が
発
生
し
、

さ
ら
に
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
緊
急
的
な
簡
易
防
水
工
事
を
行
い
、
十
八
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
四
十
六
番
を
ご
覧
下
さ
い
。 

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
合
子
沢
分
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
屋
根
の
ト
タ
ン
の
三
分
の
二
に
当
る
約
三
百
三
平
方
メ
ー
ト
ル
が
剥
離
し
、
近

隣
の
空
き
地
・
道
路
に
飛
散
し
た
た
め
、
速
や
か
に
警
察
、
消
防
に
連
絡
し
対
応
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
幸
い
に
も
人
的
な
被
害
が
生
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
施
設
の
一
階
、
二
階
部
分
が
雨
水
に
よ
り
浸
水
し
た
た
め
、
翌
日
か
ら
緊
急
防
護
工
事
を
行
い
、
六
日
に
終
了
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
階
天
井
に
ま
だ
雨
水
が
浸
透
し
て
い
る
た
め
、
天
井
が
乾
燥
し
た
後
に
、
本
格
的
な
修
繕
工
事
、
電
気
設

備
等
の
付
帯
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

そ
の
他
の
被
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
に
お
い
て
、
緊
急
性
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
既
に
修
理
を
完
了
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
緊
急
性
を
要
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
速
や
か
に
修
理
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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委 
員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

平
出
委
員 

 
 
 
 

十
九
番
の
浪
館
小
学
校
の
校
庭
の
木
が
一
本
折
れ
た
、
二
十
四
番
の
佃
中
学
校
の
桜
の
枝
が
折
れ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
学
校
に
結
構
木
が
あ
る
わ

け
で
す
が
、
木
の
老
木
な
ど
の
状
態
は
調
べ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

総
務
課
長 

 
 
 
 

木
が
老
木
か
ど
う
か
の
状
態
は
、
こ
れ
ま
で
調
べ
て
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
危
険
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
木
が
風
で
倒
壊
し
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
な
ど
の
学
校
か
ら
の
連
絡
を
受
け
れ
ば
、そ
の
時
点
で
撤
去
を
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。今
あ
る
木
に
つ
い
て
は
、

あ
く
ま
で
暴
風
に
伴
っ
て
倒
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
御
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

西
村
委
員 

 
 
 
 

今
回
は
、
人
的
被
害
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
帰
宅
時
で
あ
っ
た
場
合
、
利
用
者
が
い
た
場
合

に
対
応
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

総
務
課
長 

 
 
 
 

ち
ょ
う
ど
、
四
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
は
、
春
休
み
期
間
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
も
し
我
々
の
方
で
も
暴
風
の
状
況
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速

や
か
に
対
策
本
部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
学
校
を
休
校
に
す
る
な
ど
の
対
応
は
、
災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
取
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
今
回
は
、

春
休
み
の
期
間
な
の
で
問
題
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
次
に
移
り
ま
す
。 

（
二
）「
西
田
沢
小
学
校
の
耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

総
務
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

西
田
沢
小
学
校
の
耐
震
診
断
の
結
果
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

教
育
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
学
校
施
設
の
耐
震
性
能
の
確
保
に
向
け
、
耐
震
診
断
が
必
要
な
小
・
中
学
校
に
つ
き
ま
し

て
は
、
計
画
的
に
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
性
能
が
確
保
で
き
な
い
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
耐
震
補
強
や
改
築
と
い
っ

た
耐
震
化
事
業
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
う
ち
、
唯
一
、
耐
震
診
断
未
実
施
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
西
田
沢
小
学
校
の
木
造
部
分
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
の
度
、
耐
震
診
断
報

告
書
が
平
成
二
十
四
年
三
月
末
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、
御
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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そ
れ
で
は
、
お
手
元
の
資
料
を
ご
覧
下
さ
い
。 

当
該
小
学
校
は
、
右
側
の
配
置
図
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
ロ
ノ
字
型
の
建
物
配
置
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
度
の
耐
震
診
断
は
、
木
造
部
分
に
関
し
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
西
側
の
網
掛
け
の
建
物
「
①
の
一
棟
」
以
外
の
棟
に
つ
い

て
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

左
下
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
が
、「
①
の
一
棟
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鉄
骨
造
り
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
一
年
度
既
に
耐
震
診

断
を
実
施
し
て
お
り
、
耐
震
性
能
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

今
回
は
、
こ
の
建
物
を
除
く
斜
線
部
分
の
木
造
校
舎
棟
及
び
木
造
屋
内
運
動
場
の
耐
震
性
能
を
確
認
す
る
た
め
、
耐
震
診
断
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
木
造
部
分
の
校
舎
棟
に
つ
い
て
は
、
構
造
耐
震
指
標
、
い
わ
ゆ
る
Ｉ
ｗ
値
が
文
部
科
学
省
が
求
め
る
耐
震
性

能
目
標
で
あ
る
一
．
一
未
満
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
判
明
し
、
ま
た
、
屋
内
運
動
場
に
つ
き
ま
し
て
も
、
保
有
水
平
耐
力
に
係
る
指
標
値

が
耐
震
性
能
目
標
で
あ
る
一
．
〇
未
満
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
判
定
委
員
会
に
お
い
て
、
耐
震
補
強
等
の
対
応
が
必

要
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
耐
震
補
強
等
へ
の
対
応
で
あ
り
ま
す
が
、
耐
震
診
断
業
務
を
受
託
し
た
設
計
事
務
所
か
ら
は
、
校
舎
棟
に
つ
い
て
は
、
木
造
ブ

レ
ー
ス
を
新
設
す
る
こ
と
に
よ
る
耐
震
補
強
工
法
の
提
案
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
屋
内
運
動
場
に
つ
い
て
は
、
屋
根
部
分
の
全
面
撤
去

な
ど
、
全
面
解
体
に
類
す
る
工
事
が
必
要
で
あ
る
旨
の
提
案
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
、
当
該
結
果
に
つ
い
て
、
学
校
及
び
保
護
者
等
に
お
知
ら
せ
し
て
参
り
ま
す
が
、
当
該
小
学

校
の
築
年
数
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
全
面
改
築
に
向
け
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
一
方
、
一
学
年
の
児
童
数
が
十
名
前
後
の
小
規
模
校
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
教
育
環
境
に
つ
い
て
も
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
と
話
し
合
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
一
方
で
は
、
子
ど
も
の
安
全
に
か
か
わ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
で
き
る
限
り
早
期
に
教
育
委
員
会
と
し
て
の
安
全

確
保
に
向
け
た
方
針
を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
四
月
中
に
は
、
保
護
者
へ
の
報
告
と
意
見
交
換
を
開
始
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

西
村
委
員 
 
 
 
 

今
の
御
説
明
で
す
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
統
合
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 
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総
務
課
長 

 
 
 
 

今
現
在
で
、
統
合
と
い
う
こ
と
は
、
我
々
の
方
で
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、「
耐
震
診
断
の
結
果
を
報
告
し
た
い
。」
と
い
う
点
と
、
合
わ
せ

て
、「
今
の
あ
る
学
校
の
環
境
が
ど
う
な
の
か
。」
と
い
う
御
意
見
を
伺
い
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
ず
、
統
合
と
い
う
部
分
は
、
考
え
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
の
他
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

私
か
ら
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
少
し
急
い
で
出
す
必
要
が
あ
る
と
、
今
日
の
報
告
を
受
け
て
感
じ
ま
し
た
。
特
に
診
断
の
結
果
は
、
一

連
の
耐
震
診
断
を
や
っ
て
き
た
結
果
、
西
田
沢
が
こ
の
よ
う
な
形
で
結
論
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
の
が
、
心
配
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
、
早
急
に
方
向
性
を
出
し
て
、
保
護
者
の
方
た
ち
に
指
針
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

教
育
部
長 

 
 
 
 

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
方
に
は
、
通
知
を
流
し
ま
し
て
、
今
週
の
金
曜
日
、
速
や
か
に
報
告
を
し
て
、
御
意
見
を
伺
う

と
い
う
形
を
と
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
結
論
を
速
や
か
に
出
し
て
、
ま
ず
は
子
ど
も
の
安
全
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
事
案
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
時
間
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う
想
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
の
他
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
け
れ
ば
、
次
に
移
り
ま
す
。 

（
三
）「
青
森
市
民
室
内
プ
ー
ル
改
修
工
事
の
工
期
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
か
ら
説
明 
―
―
―
― 

市
民
室
内
プ
ー
ル
の
改
修
工
事
の
工
期
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

市
民
室
内
プ
ー
ル
の
改
修
に
か
か
る
進
捗
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
三
月
末
に
天
井
及
び
配
管
改
修
に
か
か
る
設
計
業
務
が
完
了
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
今
後
改
修
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
天
井
及
び
配
管
改
修
工
事
を
同
時
進
行
で
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
大
ま
か
な
改
修
工
事
期
間
は
、
現
時
点
で
約
５
ヵ
月
程
度
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
所
要
の
契
約
手
続
等
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
十
月
頃
に
工
事
を
完
了
さ
せ
、
十
一
月
頃
に
は
施
設
を
再
開
で
き
る
も
の
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と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

現
時
点
で
の
工
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
あ
お
も
り
五
月
一
日
号
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
広
報
媒
体
を
活
用
し
て
周
知
す
る
ほ
か
、

詳
細
な
再
開
時
期
が
判
明
し
た
際
に
は
再
度
周
知
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、引
き
続
き
一
日
も
早
い
再
開
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

以
上
で
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
次
に
移
り
ま
す
。 

（
四
）「
青
森
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
の
就
任
辞
退
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

青
森
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
の
就
任
辞
退
に
つ
い
て
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

委
員
の
皆
様
に
は
、
去
る
平
成
二
十
四
年
第
三
回
本
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
青
森
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
九
名
の
選
任
に
つ

い
て
御
承
認
を
い
た
だ
い
た
際
、
当
該
九
名
の
方
に
加
え
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
と
し
て
四
月
一
日
よ
り
新
た
に
青
森
県
教
育
庁
ス
ポ

ー
ツ
健
康
課
長
に
就
任
さ
れ
る
方
に
対
し
、
今
後
御
就
任
方
を
お
願
い
し
て
参
る
旨
、
御
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
の
後
、
依
頼
文
書
と
と
も
に
、
直
接
御
本
人
に
お
会
い
し
て
委
員
就
任
方
を
御
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
就
任
を
辞
退
さ
れ
る
旨
の

回
答
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
先
に
皆
様
に
御
承
認
い
た
だ
い
た
九
名
の
方
々
に
よ
り
、
去
る
四
月
十
九
日
に
審
議

会
を
設
立
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
後
は
県
教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
密
に
し
な
が
ら
、（
仮
称
）青
森
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
策
定
を

は
じ
め
、県
の
施
策
と
連
携
し
た
有
効
な
施
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、御
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 
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西
村
委
員 

 
 
 
 

辞
退
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
事
前
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
と
い
う
点
と
、
な
ぜ
そ
の
方
で
、
今
後
そ
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
方
策
が
あ
る
か
ど
う
か
の
二
点
に
つ
い
て
、
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長 

ま
ず
、
県
の
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
長
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
に
当
定
例
会
で
、
皆
様
の
方
か
ら
御
承
認
い
た
だ
い
た
前
の
課
長
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
課
長
か
ら
は
内
諾
を
得
て
進
め
て
い
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
従
っ
て
、
今
回
、
課
長
が
交
代
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
お

願
い
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議

会
の
説
明
を
新
し
く
来
ら
れ
る
課
長
に
事
前
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
、
新
し
い
課
長
は
、
青
森
市
だ
け
の
委
員
に
な
る
の
は
、
県

全
体
を
包
括
す
る
立
場
か
ら
し
て
馴
染
ま
な
い
と
い
う
こ
と
、
委
員
で
な
く
と
も
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
か
か
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
部
分

に
つ
い
て
は
、
い
つ
で
も
協
力
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
お
立
場
上
の
こ
と
か
ら
と
承
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
の
ほ
か
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
け
れ
ば
、
次
に
移
り
ま
す
。 

（
五
）「
体
育
施
設
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

体
育
施
設
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

教
育
委
員
会
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
を
目
的
に
、
国
の
中
核
市
・
特
例
市
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
を
活
用
し
、
去

る
三
月
に
、
青
森
市
ス
ポ
ー
ツ
会
館
及
び
青
森
市
民
体
育
館
に
お
い
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。 

導
入
し
た
設
備
の
概
要
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ま
ず
、
青
森
市
ス
ポ
ー
ツ
会
館
に
お
い
て
、 

一
つ
に
、
駐
車
場
付
近
に
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、 

二
つ
に
、
館
内
照
明
六
百
五
十
六
個
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
の
照
明
に
交
換
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
年
間
約
三
万
四
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
の
電
力
削
減
効
果
が
あ
り
、
シ
ー
オ
ー
ツ
ー
に
換
算
す
る
と
年
間
十
六
．

三
ト
ン
の
削
減
が
は
か
ら
れ
る
も
の
と
推
計
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

併
せ
て
、
来
館
さ
れ
る
市
民
の
皆
様
に
発
電
量
や
シ
ー
オ
ー
ツ
ー
削
減
量
の
効
果
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
館
内
に
モ
ニ
タ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
。 
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具
体
的
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、 

一
つ
に
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
発
電
量
や
シ
ー
オ
ー
ツ
ー
削
減
量
を
表
示
す
る
画
面 

二
つ
に
は
、
発
電
量
や
シ
ー
オ
ー
ツ
ー
削
減
量
に
つ
い
て
、
今
日
の
結
果
、
一
週
間
の
結
果
、
一
ヶ
月
の
結
果
、
一
年
の
結
果
を
グ
ラ

フ
に
し
た
画
面 

三
つ
に
は
、
小
学
生
向
け
や
中
学
・
高
校
生
向
け
の
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
め
る
画
面 

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
備
え
付
け
の
パ
ソ
コ
ン
で
誰
も
が
簡
単
に
操
作
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
青
森
市
民
体
育
館
に
お
い
て
、 

一
つ
に
、体
育
館
の
入
り
口
付
近
の
庭
園
灯
三
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
に
交
換
し
、そ
の
電
源
と
し
て
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
し
た
。 

二
つ
に
、
駐
車
場
の
外
灯
二
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
に
交
換
し
て
お
り
ま
す
。 
三
つ
に
、
市
営
野
球
場
側
の
臨
時
駐
車
場
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
一
体
と
な
っ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
外
灯
を
二
基
、
さ
ら
に
そ
の
パ
ネ
ル
か
ら
連

結
し
て
電
源
を
確
保
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
外
灯
を
一
基
、
計
三
基
の
外
灯
を
新
た
に
設
置 

い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
年
間
約
二
千
六
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
の
電
力
削
減
効
果
が
あ
り
、
シ
ー
オ
ー
ツ
ー
に
換
算
す
る
と
年
間
一
．
三

ト
ン
の
削
減
が
は
か
ら
れ
る
も
の
と
推
計
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
環
境
負
荷
の
低
減
の
た
め
、
市
関
連
部
局
と
連
携
し
な
が
ら
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

以
上
で
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

平
出
委
員 

 
 
 
 

コ
ス
ト
転
換
に
つ
い
て
は
、
三
万
四
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
削
減
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
全
体
の
使
用
量
か
ら
す
る
と
、
ど
の
ぐ
ら
い
の

削
減
に
な
る
の
か
、
そ
れ
か
ら
、
市
民
体
育
館
の
方
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長 

削
減
量
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
会
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
約
三
．
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
市
民
体
育
館

に
つ
き
ま
し
て
は
、
〇
．
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。 
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委 
員 

長 
 
 
 
 

そ
の
ほ
か
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 
長 

 
 
 
 

な
け
れ
ば
、
次
に
移
り
ま
す
。 

（
六
）「
棟
方
板
画
館
・
棟
方
志
功
記
念
館
合
併
記
念
「
棟
方
志
功
展
」
の
開
催
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

棟
方
板
画
館
・
棟
方
志
功
記
念
館
合
併
記
念
「
棟
方
志
功
展
」
の
開
催
に
つ
い
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

教
育
委
員
会
で
は
、
財
団
法
人
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
と
共
催
で
、
鎌
倉
に
あ
り
ま
し
た
財
団
法
人
棟
方
板
画
館
と
青
森
の

財
団
法
人
棟
方
志
功
記
念
館
の
合
併
を
市
民
の
皆
様
に
周
知
す
る
た
め
、
五
月
一
日
か
ら
五
月
八
日
の
期
間
に
わ
た
り
、
青
森
市
民
美
術

展
示
館
に
お
い
て
、
棟
方
板
画
館
・
棟
方
志
功
記
念
館
合
併
記
念
「
棟
方
志
功
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

具
体
的
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
配
布
資
料
の
と
お
り
、
鎌
倉
の
棟
方
板
画
館
か
ら
移
管
さ
れ
た
、
板
画
「
追

開
心
経
頌
抜
粋
の
柵
」、
倭
画
「
明
歴
々
露
堂
々
図
」
な
ど
の
四
点
の
作
品
と
記
念
館
が
所
有
す
る
複
製
画
二
十
六
点
の
作
品
に
加
え
ま
し

て
、
棟
方
志
功
の
鎌
倉
で
の
日
々
を
撮
影
し
た
写
真
や
「
棟
方
志
功
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
市
所
蔵
の
版
画
や
黒
滝
武
蔵
氏
が
制
作
し
た

作
品
を
展
示
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
五
月
五
日
の
こ
ど
も
の
日
に
は
、
版
画
の
街
・
あ
お
も
り
実
行
委
員
会
の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
桜
な
ど
の
二
色
摺
り
が
楽
し
め
る
「
子
ど
も
版
画
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
の
機
会
に
是
非
会
場
へ
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
本
市
が
生
ん
だ
偉
大
な
板
画
家
棟
方
志
功
の

世
界
を
ご
堪
能
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
本
市
の
文
化
資
産
で
あ
る
版
画
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

以
上
で
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
次
に
移
り
ま
す
。 

（
七
）「
小
・
中
学
校
の
校
庭
除
雪
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

学
務
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 
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小
・
中
学
校
の
校
庭
除
雪
に
つ
い
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

市
内
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る
校
地
内
の
除
雪
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年
、
十
二
月
か
ら
三
月
ま
で
五
回
を
限
度
に
重
機
に
よ
る
除
雪

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
年
の
豪
雪
と
三
月
に
気
温
が
上
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
校
庭
内
の
積
雪
量
が
依
然
と

し
て
多
く
、
校
庭
を
使
っ
て
の
教
育
活
動
に
支
障
を
き
た
す
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
中
で
、
校
庭
に

二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
雪
山
が
あ
る
な
ど
の
積
雪
が
多
く
、
か
つ
、
校
庭
に
重
機
を
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
十
四
校
に
お
い
て
、
校

庭
の
除
雪
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
十
四
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
の
日
程
で
除
雪
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
の
学
校
に
つ

き
ま
し
て
は
、
小
型
除
雪
機
な
ど
を
利
用
し
た
除
雪
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
二
十
日
現
在
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
小
・
中
学
校
に
お
き
ま
し
て
は
、
校
庭
を
使
っ
て
の
部
活
動
等
に
支
障
が
な
い
ほ

ど
の
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

西
村
委
員 

 
 
 
 

除
雪
に
関
し
て
は
、
今
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
外
で
の
授
業
に
支
障
が
な
い
と
い
う
報
告
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
排
水
の
方
は
ど
う
な
っ
て

お
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
雪
解
け
も
そ
う
で
す
し
、
雨
水
等
も
校
庭
の
排
水
が
悪
い
学
校
が
あ
る
と
聞
い
て
ま
す
が
、
調
査
し
た
こ
と
は
ご
ざ

い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
把
握
し
て
お
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

 

成
田
教
育
次
長 

 
 

全
部
の
学
校
に
つ
い
て
、
先
週
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
、
金
曜
日
の
段
階
で
、
濡
れ

て
い
る
よ
う
な
学
校
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
て
が
使
用
で
き
な
い
と
い
う
状
況
に
は
、
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

排
水
の
こ
と
で
す
が
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
よ
っ
て
は
、
排
水
に
差
が
あ
り
ま
し
て
、
一
時
間
も
あ
れ
ば
水
が
消
え
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
夕

方
ま
で
消
え
な
い
と
い
う
学
校
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
日
ぐ
ら
い
で
な
ん
と
か
次
の
日
に
は
使
え
て
い
る
状
況
に
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
排
水
に
つ

い
て
、
何
ら
か
の
対
応
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
全
面
使
え
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
学
校
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て

使
用
で
き
な
い
と
い
う
報
告
も
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
の
他
、
御
質
問
、
御
意
見
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 
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委 
員 
長 

 
 
 
 

な
け
れ
ば
、
次
に
移
り
ま
す
。 

（
八
）「
浪
岡
庁
舎
周
辺
整
備
事
業
計
画
に
お
け
る
浪
岡
中
央
公
民
館
等
の
改
築
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

教
育
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

浪
岡
庁
舎
周
辺
整
備
事
業
計
画
に
お
け
る
浪
岡
中
央
公
民
館
等
の
改
築
に
つ
い
て
、
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

お
手
元
に
配
付
し
て
お
り
ま
す
資
料
「
浪
岡
庁
舎
周
辺
整
備
事
業
計
画
に
お
け
る
浪
岡
中
央
公
民
館
等
の
改
築
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

浪
岡
庁
舎
周
辺
整
備
事
業
の
目
的
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
浪
岡
庁
舎
周
辺
の
公
共
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
ま
た
、
施
設
内
の
通
路
等

が
未
整
備
の
た
め
、
乱
雑
に
立
地
し
て
お
り
、
効
率
的
で
機
能
的
な
土
地
利
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
浪
岡
庁
舎
周
辺
整
備
事
業
に
お
い
て
、
浪
岡
消
防
署
及
び
浪
岡
中
央
公
民
館
等
の
公
共
施
設
の
一
体
的
、

機
能
的
な
再
配
置
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
浪
岡
中
央
公
民
館
の
整
備
方
針
で
あ
り
ま
す
が
、 

ま
ず
、
屋
内
運
動
場
で
あ
る
克
雪
館
が
浪
岡
消
防
署
の
改
築
に
当
た
り
移
転
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
浪
岡
中
央
公
民
館
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
図
書
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
が
狭
い
た
め
利
便
性
が
悪
く
、
さ
ら
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
未
設
置
の
た
め
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
に
と
っ
て
利
用
し
づ
ら
い
建
物
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
公
民
館
の
改
修
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
部
屋
の
拡
充
に
つ
き
ま
し
て
は
耐
震
上
の
問
題
か
ら
壁
を
撤
去
で

き
な
い
所
も
あ
る
ほ
か
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
当
た
っ
て
は
既
存
の
各
階
の
部
屋
を
縮
小
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
構
造
上
の
障

害
等
も
あ
り
、
改
修
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
克
雪
館
と
、
公
民
館
機
能
の
更
な
る
向
上
を
図
り
、
防
災
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
も
併
せ

持
っ
た
新
た
な
浪
岡
中
央
公
民
館
及
び
公
民
館
か
ら
分
離
し
て
設
置
す
る
多
目
的
ホ
ー
ル
を
、
新
た
な
場
所
に
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。 

資
料
二
ペ
ー
ジ
の
施
設
の
配
置
計
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

新
し
い
中
央
公
民
館
と
新
克
雪
館
及
び
多
目
的
ホ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
中
央
公
民
館
の
東
側
に
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
四
年
度
は
、
浪
岡
中
央
公
民
館
、
克
雪
館
の
基
本
実
施
設
計
及
び
克
雪
館
の
解
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体
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
度
は
、
新
し
い
中
央
公
民
館
、
克
雪
館
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の
建
設
工
事
に
着
手
し
、
平
成
二
十
六
年
度
中
に
完

成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

  
 
 

（
二
） 

 

そ 
 

の 
 

他 

 

委 

員 

長 
 
 
 

そ
の
他
、
事
務
局
か
ら
何
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 

そ
の
他
、
特
に
な
け
れ
ば
、
次
回
の
定
例
会
に
つ
い
て
、
協
議
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
方
か
ら
提
案
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
願
い
し
ま
す
。 

日
程
的
に
五
月
の
開
催
は
、
開
催
を
希
望
し
た
日
に
、
当
研
修
セ
ン
タ
ー
の
会
場
が
確
保
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

一
方
、
私
ど
も
教
育
委
員
が
、
学
校
現
場
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
昨
年
度
も
小
・
中
学
校
を
何
校
か
訪
問
し
て
お
り
ま
す
が
、
未
だ
数
は
限
ら

れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
訪
問
回
数
を
増
や
し
た
い
こ
と
、
ま
た
、
校
長
先
生
以
外
の
教
職
員
の
み
な
さ
ん
と
の
話
し
合
い
し
た
い

こ
と
、
さ
ら
に
は
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
の
情
報
共
有
も
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
し
て
、
先
般
四
月
十
日
の
小
・
中
学
校
長
会
の
場
で

も
私
、
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
自
身
が
、
学
校
現
場
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
き
ま
し
て
、
現
場
の
意
見
を
聞
い
て
み
る
こ
と
、
ま
た
、
教
育
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
、
い
ろ
い
ろ

な
施
策
に
つ
い
て
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
理
解
と
支
援
を
得
て
い
く
た
め
に
は
、
教
育
委
員
会
、
教
育
委
員
と
し
て
の
情
報
発
信
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
回
、
そ
の
た
め
の
手
法
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
、
場
所
を
変
え
て
開
催
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
し
て
、
教
育
委
員
の

皆
様
に
も
定
例
会
を
学
校
で
開
催
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
提
案
、
ま
た
、
学
校
で
開
催
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
学
校
の
視
察
も
い
っ
し
ょ
に

行
え
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
学
校
訪
問
を
行
い
、
そ
の
学
校
で
定
例
会
を
開
催
し
、
保
護
者
や
地
域
の
方
た
ち
に
傍
聴
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
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教
育
委
員
の
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
、
よ
い
機
会
な
の
で
は
な
い
か
、
是
非
と
も
開
催
し
て
欲
し
い
、
と
の
意
見
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
月
の
定

例
会
の
開
催
場
所
に
つ
い
て
は
、
学
校
で
開
催
す
る
こ
と
を
私
自
身
希
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
五
月
の
定
例
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
開
催
日
を
五
月
十
六
日
水
曜
日
に
、
泉
川
小
学
校

と
し
て
、
可
能
な
準
備
が
で
き
そ
う
だ
と
、
こ
の
機
会
に
泉
川
小
学
校
で
定
例
会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
委
員
の
皆
さ
ん
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

 
―
―
―
― 

各
委
員
了
承 

―
―
―
― 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
五
月
十
五
日
水
曜
日
の
午
後
、
泉
川
小
学
校
の
学
校
訪
問
を
し
、
午
後
三
時
か
ら
同
校
で
定
例
会
を
開
催
し
た
い
と
い
た
し
ま
す
。

御
異
議
が
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
改
め
て
確
認
し
ま
す
と
、
五
月
十
五
日
水
曜
日
、
午
後
三
時
か
ら
泉
川
小
学
校
で
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

以
上
を
持
ち
ま
し
て
、
平
成
二
十
四
年
第
四
回
青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 
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平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
三
日
開
催
の
平
成
二
十
四
年
第
四
回
青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会
の
会
議
録
を
作
成
し
た
。 

  
 
 

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書 
 

記 
 
 

川 

村 
 
 

拓 

 

右
の
と
お
り
相
違
な
い
こ
と
を
認
め
署
名
す
る
。 

  
 
 

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

署
名
委
員 

 
 

西 

村 

惠
美
子 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

署
名
委
員 

 
 

月 

永 

良 

彦 

 


